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舞鶴市老連のリサイクル活動

地区内の「リサイクルゴミ」を回収
　「東

ひがし

引
ひき

土
つち

友愛クラブ」（岡安会長）では、リサイクルができる「分別ゴミ」の回収に取り
組んで10年。きっかけは町内の高齢者から、「回収場所まで運ぶのがつらい」という声が寄
せられたこと。
　以来、会員が軽トラック 3台で手分けして、毎月玄関先まで訪問して回収を行っています。
全戸を訪問することで、一人暮らし高齢者の安否確認にもつながり、地域での老人クラブ
活動への理解も深まってきました。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
本
会
の
事
業
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
世
界
中
が
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
な
り
2
年
目
に
入
り
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
は
、
当
府
老

連
で
は
、
感
染
予
防
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
徐
々
に
諸
行
事
を
再
開
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
10
月
の
「
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
に
続
い
て
、
12
月
3
日
に
は
「
若
手
委
員
会
設
立
10
周
年
の
つ
ど

い
」
を
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
で
は
、
式
典
に
続
い
て
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
座
長
の
講
師
先
生
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の

皆
さ
ま
か
ら
、
所
属
の
京
都
市
・
兵
庫
県
・
大
阪
府
の
先
進
的
な
取
組
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
大
い
に
刺
激
を
う

け
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
な
か
、
一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
、
と
り
わ
け
若
手
高
齢
者
に
入
会

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
組
織
を
活
性
化
し
、

「
魅
力
あ
る
多
様
な
活
動
」
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
入
の
呼
び
か
け
に
当
た
っ
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
が
「
健
康
長
寿
の
一
番
の
近
道
」
で
あ
る
こ
と
を

強
く
周
知
・
P
R
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
町
村
老
連
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

会
員
増
強
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
府
老
連
で
は
、「w

ith

（
ウ
ィ
ズ
）
コ
ロ
ナ
“
新
し
い
生
活
様
式
”
で
取
り
組
む
活
動
事
例
集
」
を
発

行
し
、
府
内
の
身
近
な
取
組
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
感
染
者
数
が
減
少
し
た
と

は
い
え
、
感
染
力
の
強
い
変
異
株
へ
の
懸
念
な
ど
、
未
だ
終
息
は
見
通
せ
ま
せ
ん
の
で
、
本
事
例
集
も
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
や
友
愛
訪
問
な
ど
の
活
動
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「W
ith

コ
ロ
ナ
」の
新
た
な
時
代
に
向
け
て

（
一
財
）
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

橋　

本　

俊　

次

会　
　

長	

橋
本
　
俊
次
（
宮
津
市
）

副 

会 

長	

喜
多
　
英
男
（
京
田
辺
市
）

	

塩
見
　
建
男
（
福
知
山
市
）

	

森
口
　
茂
樹
（
京
丹
後
市
）

	

福
本
　
淳
子
（
八
幡
市
）

	

武
藤
　
　
守
（
宇
治
市
）

常
務
理
事	

中
川
　
　
剛
（
事
務
局
長
）

理　
　

事	

上
崎
　
勝
彦
（
向
日
市
）

	

今
堀
　
正
嗣
（
長
岡
京
市
）

	

小
山
　
文
明
（
八
幡
市
）

	

中
島
　
英
一
（
木
津
川
市
）

	

林
　
　
　
昭
（
亀
岡
市
）

	

岡
本
　
　
勇
（
京
丹
波
町
）

	

坂
本
　
準
子
（
宇
治
市
）

	

阿
部
百
合
子
（
笠
置
町
）

	

塚
本
　
鈴
子
（
福
知
山
市
）

	

小
和
田
宏
子
（
舞
鶴
市
）

	

藤
井
　
重
博
（
京
田
辺
市
）

	

松
本
　
俊
清
（
笠
置
町
）

	

大
道
　
俊
樹
（
綾
部
市
）

	

齊
藤
　
正
剛
（
宮
津
市
）

監　
　

事	

下
岡
久
五
郎
（
宇
治
田
原
町
）

	

谷
　
　
義
治
（
南
丹
市
）

	

内
海
　
　
均
（
舞
鶴
市
）

謹 賀 新 年

府 老 連 報 告

（一財）京都府老人クラブ連合会（きらりクラブ京都）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
府
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
5
波
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
感
染
拡
大
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
波
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
も
、

す
べ
て
の
府
民
の
皆
さ
ま
・
事
業
者
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
医
療
従
事
者
を
は
じ

め
関
係
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

人
類
が
対
峙
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
生
命
や
健
康
を
脅
か
す
だ
け

で
な
く
、
世
界
経
済
を
も
混
乱
に
陥
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
感
染
予
防
対
策

を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
、
医
療
提
供
体
制
を
整
え

る
な
ど
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
力
を
合
わ
せ
立
ち
向
か
っ
て
い
ま

す
。�「

あ
な
た
が
一
人
で
見
る
夢
は
た
だ
の
夢
だ
。
み
ん
な
で
見
る
夢
は
現
実

に
な
る

�

〜A
 dream

 you dream
 alone is only a dream

. A
 dream

 you 

dream
 together is reality

〜
」

こ
れ
は
、
ヨ
ー
コ
・
オ
ノ
と
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
が
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

わ
れ
わ
れ
は
困
難
を
乗
り
越
え
た
先
に
見
え
る
「
夢
」
を
現
実
の
も
の
と
す

る
た
め
、
力
強
く
歩
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
夢
の
形
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
誰
も
が
夢
を
抱
き
、
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
築
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
「
府
民
と
共
に 

京
都
夢
実
現
プ
ラ
ン
（
京

都
府
総
合
計
画
）」
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
発
展
の
原
動
力
と
な
る
文
化
庁
の
京
都
移

転
、
新
名
神
高
速
道
路
の
開
通
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
が
続
き
ま
す
。
時

機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
京
都
が
持
つ
魅
力
の
源
泉
で
あ
る
文
化
の
価
値
を

し
っ
か
り
と
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
基
盤
整
備
を
活
か
し
た

産
業
戦
略
と
一
体
と
な
っ
た
雇
用
戦
略
の
展
開
な
ど
、
京
都
の
夢
を
実
現
す
る

た
め
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
寅
年
で
す
。「
寅
」
は
動
く
を
意
味
し
、
芽
の
出
た
も
の
が
成
長
し

て
い
く
年
で
す
。
明
治
以
来
初
の
中
央
省
庁
の
移
転
と
な
る
、
文
化
庁
の
京
都

移
転
と
い
う
新
し
い
幕
開
け
に
向
け
、
こ
の
一
年
が
よ
り
い
っ
そ
う
弾
み
と
な

り
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
夢
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
一
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

府
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
京
都
の
夢
を
実
現

京
都
府
知
事　

西　

脇　

隆　

俊
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式　

典　

　

式
典
で
は
、
橋
本
俊
次
府
老
連
会
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍
に
負

け
ず
、
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
仲
間
同
士
で
声
を

か
け
あ
い
、
健
康
づ
く
り
と
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
京
都
府
知
事
か
ら
「
育
成
功
労
者
表
彰
」「
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
」
が
、
ま
た
、
府
老
連
会
長
か
ら
会
長

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ご
来
賓
の
西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
、
菅
谷
寛
志

京
都
府
議
会
議
長
か
ら
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
期
待
や
温
か
い
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

橋本会長あいさつ

菅谷府議会議長 西脇知事

府 老 連 報 告

京都府老人クラブ大会京都府老人クラブ大会
～“withコロナ”今こそ、健康づくりと支え合いを‼ ～

第42回

　

第
42
回
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
10
月
15
日
に

府
内
21
の
市
町
か
ら
1
1
7
名
が
参
加
し
て
、
ホ
テ
ル

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
を
図

る
た
め
、
参
加
規
模
を
縮
小
し
、
ま
た
、
日
程
も
短
縮

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大会宣言
　少子高齢化が進み、人口減少が本格化するなか、高齢者
や子ども、障害のある人々など、あらゆる住民が相互に支
え合いながら、安心して地域で暮らせる「地域共生社会」
の実現が求められています。

　そのようななかで、高齢者の当事者団体である老人クラ
ブが、積極的に社会参加を働きかけ、健康づくりや地域づ
くりに貢献していくことはきわめて意義のあることです。

　とりわけ、新型コロナウイルスの感染拡大というかつて
経験したことのない災禍におかれている今日、感染防止の
ための「新しい生活様式」を取り入れながら、創意工夫を
凝らした多様な老人クラブ活動を推進していくことが期待
されています。

　私たち老人クラブ会員は、「のばそう！健康寿命、担お
う！地域づくりを」のメインテーマのもと、次の重点事項
の実践を誓い、ここに宣言します。

1、�高齢者の社会参加を働きかけ、仲間づくりの輪を広げ
ます

1、�健康づくり・フレイル（虚弱）予防で、元気高齢者を
めざします

1、�友愛活動を基盤に、行政や自治会、社会福祉協議会と
連携した支え合い活動に努めます

1、�高齢者の「消費者被害」や「交通事故防止」に向けた
取組を地域で実践します

1、�高齢者の尊厳が守られる諸制度・地域共生社会の実現
をめざします

　

そ
の
後
、
福
本
府
老
連
副
会
長
が
5
項
目

の
実
践
を
誓
っ
た
大
会
宣
言
を
提
起
し
、
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
塩

見
副
会
長
が

あ
い
さ
つ
を

述
べ
、
式
典

の
部
を
終
了

し
ま
し
た
。

杉田さんへの知事表彰
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講　

演　

　

講
演
の
部
で
は
、「
エ
ア
リ
ハ
で
介
護
予
防　

〜

認
知
症
予
防
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ
が
分
岐
点
〜
」
と
題
し
て
、

お
笑
い
理
学
療
法
士　

日
向
亭
（
ひ
な
た
て
い
）
葵

氏
に
よ
る
、
落
語
と
リ
ハ
ビ
リ
を
融
合
さ
せ
た
講
演

で
、
認
知
症
の
早
期
発
見
と
予
防
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認

知
障
害
）
の
段
階
で
早
く
気
づ
き
、
早
期
に
対
応
す

る
こ
と
や
、「w

ith

コ
ロ
ナ
」
で
の
健
康
づ
く
り
の

秘
訣
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
予

防
体
操“
エ
ア
リ
ハ
”

を
し
な
が
ら
終
始
笑

い
の
中
、
元
気
を
も

ら
う
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
森
口
副
会
長
が
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
大
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

府 老 連 報 告

　香川県高松市で開催予定の「第50回全国老人クラブ大会」が無観客開催になったことから、後日それ
ぞれ表彰が伝達されました。受賞された皆様には、益々のご健勝とご活躍をお祈りします。

■活動賞
　東引土友愛クラブ（舞鶴市）
　

岡安会長と舞鶴市老連
役員の皆さま

■会長表彰（優良老人クラブ）
　五ケ庄南部喜老会（宇治市）
　

地元自治会での　　
受賞記念祝賀会にて

■会長表彰（育成功労者）
　田中　丈夫　綾部市老連会長
　

田中会長と綾部市老連
役職員の皆さま

京
都
府
知
事
表
彰
受
賞
者

●
育
成
功
労
者
（
15
名
）

梅
原
　
三
夫
（
宇 

治 

市
）

小
林
　
保
夫
（
城 

陽 

市
）

杉
本
　
雅
子
（
向 

日 

市
）

鹿
野
　
侑
良
（
八 

幡 

市
）

前
川
美
智
子
（
八 
幡 

市
）

喜
多
　

男
（
京
田
辺
市
）

森
島
　
秀
行
（
精 
華 
町
）

和
田
　
栄
雄
（
笠 

置 
町
）

金
谷
　
健
次
（
福
知
山
市
）

中
　 

龍
雄
（
亀 

岡 

市
）

三
浦
　
香
澄
（
亀 

岡 

市
）

瀬
野
　
康
利
（
舞 

鶴 

市
）

杉
田
喜
美
代
（
宮 

津 

市
）

西
原
　
　
宏
（
与
謝
野
町
）

藤
田
千
佐
子
（
与
謝
野
町
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
（
４
ク
ラ
ブ
）

明
星
の
会
　
　
　
　（
宇 

治 

市
）

男
山
第
二
ク
ラ
ブ
　（
八 

幡 

市
）

松
寿
会
　
　
　
　
　（
久
御
山
町
）

亀
岡
悠
友
ク
ラ
ブ
　（
亀 

岡 

市
）

京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
育
成
功
労
者
（
44
名
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
（
７
ク
ラ
ブ
）

●
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
（
２
ク
ラ
ブ
）

全国老人クラブ連合会表彰全国老人クラブ連合会表彰
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開
　
会
　
と
　
講
　
話 

　
　

　

午
前
の
部
は
、
府
老
連
の
武
藤
副
会
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
木
津
川
市
文
化
財
保
護
課
石
崎

課
長
か
ら
地
元
山
城
町
に
あ
る
「
椿つ

ば

井い

大
塚
山

古
墳
」
に
つ
い
て
の
講
義
、
続
い
て
、
常
磐
会

学
園
大
学　

向
出
佳
司
元
教
授
か
ら
「
生
涯
青

春
～
今
、
求
め
ら
れ
る
地
域
力
」
と
題
し
て
講

演
が
あ
り
、
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
お
話
で

会
場
は
終
始
笑
い
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
活
　
　
動
　
　
発
　
　
表
　
　

　

午
後
は
ス
テ
ー
ジ
で
活

動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①　
「
健
康
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」

②　

城
陽
市
高
連
の
「
踊
り
」

③　

宇
治
市
連
合
喜
老
会
の
「
踊
り
」

④　

八
幡
市
老
連
の
「
手
話
コ
ー
ラ
ス
」

と
続
き
、
い
ず
れ
の
団
体
も
熱
の
入
っ
た
発
表

で
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
長
岡
京
市
に
よ
る
手
芸

作
品
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
に
注
意
し
な
が
ら

の
開
催
で
し
た
が
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

な
お
、９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た「
丹
波
」「
丹

後
」
の
両
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
に

よ
り
中
止
。

　
「
丹
波
ブ
ロ
ッ

ク
」
で
は
、
亀
岡

市
老
連
作
成
の
手

作
り
マ
ス
ク
が
、

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
添
え
て
、
参
加

予
定
者
1
0
0
名

に
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

　

12
月
7
日
に
、
山
城
ブ
ロ
ッ
ク
の
11
市
町

か
ら
女
性
リ
ー
ダ
ー
等
1
0
4
名
が
参
加
し

て
、
山
城
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ア
ス
ピ
ア

や
ま
し
ろ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
26
日
に
、
京
都
府
と
兵
庫
県
老
連
の
女
性
委
員
が
、

交
流
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
の
第
一
回
目
（
神
戸
市
内
）
に

続
き
、
今
回
は
京
都
で
開
催
。

兵
庫
県
か
ら
は
中
村
会
長
は
じ
め
13
名
、
京
都
府
か
ら
は

11
名
が
参
加
し
、
意
見
交
換
の
後
、
一
同
バ
ス
に
乗
車
し
て
、

秋
の
京
都
め
ぐ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

女性リーダー研修会を開催女性リーダー研修会を開催（山城ブロック）（山城ブロック）

兵庫県老連と交流 兵庫県老連と交流 ～ in 紅葉の京都 ～～ in 紅葉の京都 ～
「
八
寿
園
」
で
の
交
流

　

八
幡
市
立
老
人
憩
い

の
家
「
八
寿
園
」
で
意

見
交
換
の
後
、
民
舞
を

見
学
し
、
社
交
ダ
ン
ス

を
体
験
す
る
な
ど
、
楽

し
く
交
流
し
ま
し
た
。

秋
の
京
都
を
散
策

　

午
後
は
、宇
治
の「
平

等
院
」
京
都
市
の
「
将

軍
塚
」
を
訪
れ
、
紅
葉

真
っ
盛
り
の
京
都
を
満

喫
し
ま
し
た
。

城
陽
市
高
連

宇治市連合喜老会

八幡市老連亀岡市老連のマスクづくり

社交ダンスの体験参加

女性
委員会
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若手委員会設立 10 周年のつどいを開催若手委員会設立 10 周年のつどいを開催若手
委員会

　
　 
開
　
会
　
・
　
式
　
典 

　
　

　

橋
本
会
長
、
武
藤
若
手
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

第
3
代
委
員
長
の
岡
本
勇
さ
ん
、
第
4
代
委
員
長
の

眞
下
賢
一
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
道
若
手
副
委
員
長
か
ら
「
若
手
委
員
会
10
年
の

歩
み
」が
報
告
さ
れ
、今
後
め
ざ
す
べ
き
5
つ
の「
活

動
ア
ピ
ー
ル
」
が
提
起
。
大
き
な
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　 

基
調
報
告
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　

　

続
い
て
、
大
阪
市
立
大
学
講
師　

大
北

規
句
雄
氏
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
魅
力
あ
る

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」
と
題
し
て
、
9
つ
の

活
動
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
基
調
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

府
老
連
中
川
事
務
局
長
の
進
行
の
も
と
、

3
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
意
見
交
換
。

　

京
都
市
老
連
の
川
島
康
伸
副
会
長
、
兵

庫
県
老
連
の
中
村
美
津
子
会
長
か
ら
「
老

連
改
革
」
等
の
取
組
に
つ
い
て
、
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

京
都
市
・
兵
庫
県
の
進
ん
だ
取
組
を
参

考
に
、
今
後
、
若
手
委
員
会
が
め
ざ
す
べ

き
活
動
の
方
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
　 

交
　
　
流
　
　
会 

　
　

　

最
後
は
参
加
者
全
員
で
な
ご
や
か
に
交
流
。

　

京
都
市
老
連
、
大
阪
府
老
連
、
兵
庫
県
老
連
の
会
長
・

事
務
局
長
さ
ん
の
ご
出
席
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の
若
手

委
員
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
盛
会
裏
に
閉
会

し
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
、
ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
で

「
若
手
委
員
会
設
立
10
周
年
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
手
委
員
を
は
じ
め
1
1
0
名
が
参
加
し

て
、
10
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

「
活
動
ア
ピ
ー
ル
」
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
ア
ピ
ー
ル
「
今
後
に
向
け
て
」

①　

�

若
手
高
齢
者
の
加
入
促
進
を
す
す
め
ま
す

②　

�

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
ま
す

③　

�

若
手
高
齢
者
の
パ
ワ
ー
が
発
揮
で
き
る

「
場
」
を
つ
く
り
ま
す

④　

�

若
手
世
代
を
視
野
に
入
れ
た
ク
ラ
ブ
づ
く

り
を
考
え
ま
す

⑤　

�

地
域
再
生
に
向
け
て
、
若
手
高
齢
者
か
ら

発
信
し
ま
す

シンポジウム

パネリストの皆さま
（左から川島氏、中村氏、伊豆田氏）

武藤委員長

大北座長第4代眞下委員長第3代岡本委員長
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久
美
浜
町
の
布
袋
野
地
区
は
山
あ
い
の
美
し
い
集
落

で
す
が
、
高
齢
化
が
進
み
、
以
前
あ
っ
た
老
人
会
も
無

く
な
り
ま
し
た
。

　

住
み
慣
れ
た
素
晴
ら
し
い
故
郷
を
守
る
た
め
に
も
老

人
会
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
各
隣
組
か
ら
1
名
、
計
5

名
の
有
志
が
発
起
人
と
な
り
、
令
和
元
年
十
月
よ
り
復

活
の
取
組
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
ク
ラ
ブ
を
再
結
成

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
名
前
で
は
抵
抗
の
あ
る
人
も
い

る
だ
ろ
う
と
、地
域
に
あ
る
、眺
望
が
素
晴
ら
し
い「
法

沢
山
」
に
ち
な
ん
で
、「
法
沢
ク
ラ
ブ
」
と
命
名
。

　

概
ね
65
歳
以
上
の
区
民
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
63

歳
か
ら
84
歳
ま
で
の
賛
同
者
が
34
名
集
ま
り
、
令
和
2

年
3
月
の
設
立
総
会
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
が
誰
か
ら
も
親

し
ま
れ
、
い
つ
ま
で
も
続

く
よ
う
に
と
の
思
い
で

「
ク
ラ
ブ
の
歌
」
も
作
り
、

高
齢
者
で
も
歌
い
や
す
い
、

良
い
歌
が
で
き
ま
し
た
。

　

歌
詞
に
は
「
故
郷
を
ま

も
る
た
め
、
老
い
も
若
き

も
励
ま
し
あ
っ
て
、
健
康

長
寿
の
村
づ
く
り
」
そ
ん

な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
令
和
３
年
度
「
会
員
増
強
特
別
賞
」
受
賞

（
事
務
局　

山
﨑
）

市・町・村から

コロナ禍での「会員増強運動」からコロナ禍での「会員増強運動」から

京丹後市　「法沢クラブ」解散したクラブを復活！

　
「
地
域
に
ク
ラ
ブ
が
無
い
」、「
一
人
で
も
加
入
し
た
い
…
」

そ
ん
な
仲
間
の
受
皿
と
な
る
「
自
由
ク
ラ
ブ
」
は
、
市
老
連
事

務
局
が
後
押
し
、
令
和
元
年
4
月
に
5
名
の
世
話
人
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
活
性
化
委
員
会
」
を
設
立
し
、「
自
由
ク
ラ
ブ
会
則
」

を
制
定
。

　

そ
し
て
、
会
員
を
市
内
全
域
か
ら
募
集
す
る
一
方
で
、
地
域

に
ク
ラ
ブ
が
な
い
方
や
解
散
ク
ラ
ブ
か
ら
の
会
員
を
受
入
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
へ
の
参
加
を
通
し
て
の

入
会
も
促
進
。

　

自
由
ク
ラ
ブ
は
本
部
直
轄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
情
報

の
共
有
が
図
れ
る
こ
と
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
役
員
等
リ
ー
ダ
ー
と
の
人
的
交

流
を
活
か
せ
る
こ
と
な
ど
が
「
強
み
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
入
会
ル
ー
ト
の
複
線
化
を

　

令
和
2
年
4
月
の
設
立
時
に
11
名
だ
っ
た
会
員
数
は
、
今
で

は
43
名
と
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
会
員
同
士
が
集
っ
て
、
自
主
的
な
新
し
い
ク
ラ
ブ
の

立
ち
上
げ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
①
地
域
の
「
単
位
ク
ラ
ブ
」
と
、

②
市
内
全
域
の
「
自
由
ク
ラ
ブ
」
の
複
線
の
ル
ー
ト
で
、
さ
ら

に
会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
令
和
３
年
度
「
会
員
増
強
特
別
賞
」
受
賞

（
事
務
局　

松
本
）

福知山市　「自由クラブ」個人会員で、会員増強

　コロナ禍のなか、老人クラブの活動も自粛を余儀なくされましたが、一方で、健康づ
くりや友愛訪問の活動を継続しながら、会員増強に取り組んでいるクラブも数多くあり
ます。そうしたなかから、特色ある取組事例を紹介します。

自由クラブも参加して
初の入賞

特別賞

特別賞
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舞
鶴
市
老
連
は
、
平
成
9
年
の
会
員
数
9
千

人
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
今
で
は
1
，

6
0
0
人
ま
で
激
減
。
府
内
で
最
も
高
い
減
少

率
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
原
因
は
、
①
組
織
や
事
務
局
体
制
が
脆

弱
、
②
市
老
連
に
加
盟
し
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
に

も
補
助
さ
れ
、
脱
会
が
相
次
い
だ
こ
と
、
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
平
成
2
年
度

か
ら
、
体
制
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

●
行
政
と
の
連
携
を
密
に

　

ま
ず
、
平
成
2
年
度
に
、
府
老
連
の
調
整
の

も
と
、
前
和
佐
谷
会
長
と
役
員
が
舞
鶴
市
の
副

市
長
・
福
祉
部
長
と
懇
談
。
会
員
数
が
激
減
し

て
い
る
現
状
を
説
明
し
、
市
の
支
援
を
求
め
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
①
事
務
局
に
「
活
動
推
進
員
」

を
設
置
、
②
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
は
市
老
連

加
入
の
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
す
る
な
ど
の
支
援
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
か
ら
「
老
連
改
革
」
に
本
格
的

に
着
手
。
ま
ず
は
7
月
に
市
高
齢
者
支
援
課
と

行
政
懇
談
会
を
持
ち
、
会
長
は
じ
め
11
名
と
、

市
か
ら
は
課
長
さ
ん
等
4
名
が
参
加
。

　

舞
老
連
は
他
市
に
比
べ
て
老
人
会
へ
の
加
入

率
が
6
．
3
％
（
福
知
山
19
．
4
％
）
し
か
な

い
な
ど
の
課
題
を
共
有
し
、
市
側
も
、
舞
老
連

の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
し
て
、
お
互

い
に
協
力
し
あ
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
舞
老
連
改
革
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

　

改
革
の
柱
と
し
て
は
、

①
「
広
報
の
充
実
」

　

機
関
紙
「
舞
老
連
」
の
刷
新
、
女
性
委
員
会

だ
よ
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
だ
よ
り
に
よ
る
周

知
・
P
R

②
「
活
動
の
推
進
」

　

舞
老
連
の
愛
称
募
集
、
演
芸
大
会
（
11
月
）

を
市
民
に
も
公
開
、
舞
老
連
と
単
位
ク
ラ
ブ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
拡
大

③
「
勧
誘
活
動
」

　

10
月
を
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」
と
し
、
理

事
に
よ
る
日
常
的
声
か
け
5
人
以
上
、
脱
会
ク

ラ
ブ
、特
に
、加
佐
・
志
楽
地
区
を
重
点
に
、チ
ー

ム
で
の
復
活
を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

舞
老
連
改
革
は
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

改
革
が
見
え
る
か
た
ち
で「
会
員
1
0
0
人
増
」

を
目
指
そ
う
と
、
現
在
、
老
連
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（

事
務
局　

大
石
）

　

久
御
山
町
シ
ニ
ア
連
で
は
、
未
組
織
の
地
区

や
ク
ラ
ブ
が
解
散
さ
れ
た
地
域
の
受
皿
と
し
て
、

個
人
で
の
入
会
を
平
成
24
年
か
ら
制
度
化
。
個

人
会
員
に
な
る
と
、
連
合
会
の
主
催
の
行
事
に

参
加
で
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
令
和
３
年
４
月
に
、
個
人
会

員
８
人
に
よ
り
、「
た
ん
ぽ
ぽ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

（
寺
西
代
表
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

●
府
内
初
の
取
組
に

　

ク
ラ
ブ
で
は
、
当
面
、
週
２
回
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
と
週
１
回
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
10
年
前
に
解
散
し
た

２
地
区
と
、
も
と
も
と
ク
ラ
ブ
が
無
か
っ
た
隣

の
地
区
の
計
３
地
区
（
自
治
会
）
か
ら
な
り
ま

す
。
代
表
は
「
理
事
」
に
な
る
な
ど
、
シ
ニ
ア

連
の
組
織
・
事
業
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
①
「
ク
ラ
ブ
解
散
」
→
②
「
個

人
会
員
」
→
③
「
ク
ラ
ブ
の
再
結
成
」
と
い
う

動
き
は
府
内
初
の
取
組
と
の
こ
と
で
、
今
後
の

活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。（

事
務
局　

成
瀬
）

市・町・村から

久御山町　「たんぽぽシニアクラブ」個人会員がクラブを立ち上げ

舞鶴市老連　組織体制の立て直しで会員増強

新クラブのメンバー

舞鶴市と懇談
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「
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
仲
間
同
士

で
声
を
か
け
あ
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
つ
な
が

り
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
よ
う
、
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
こ
う
」
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
介
護
予
防
や
友
愛

訪
問
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
活
動
を
継
続
し
て
い

る
事
例
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

W
ith

（
ウ
ィ
ズ
）
コ
ロ
ナ
、
こ
れ
か
ら
は
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
、
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
た
多
様
な
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
本
事
例
集
を
参
考
に
、
引
き
続
き
感
染

予
防
に
注
意
し
な
が
ら
、
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

■
内
容
は　

「
感
染
防
止
対
策
」、「
友
愛
活
動
」、「
サ
ロ
ン
活
動
」、

「
生
活
支
援
」、「
サ
ー
ク
ル
活
動
」、「
子
ど
も
の

見
守
り
」
な
ど

令和３年度令和３年度　　市町村老連リーダー研修会市町村老連リーダー研修会
府 老 連 報 告

　

７
月
21
日
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
で

85
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
講
師
先
生
の
熱
の
入
っ

た
話
に
聞
き
入
り
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
大
変
役
立
つ
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

～ 「特殊詐欺の被害防止を !」「目指そう生涯現役 !」 ～
　

橋
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
特
殊

詐
欺
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」
と
題

し
て
、
京
都
府
警
本
部
生
活
安
全
課
犯
罪

抑
止
対
策
室
の
谷
村
彰
裕
室
長
補
佐
か
ら

講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
中
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
者

2
0
2
人
の
内
、
85
％
を
高
齢
者
が
占
め

て
い
る
現
状
が
報
告
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
や
通
帳
の
暗
唱
番
号
は
、「
絶
対

に
教
え
な
い
！
」「
渡
さ
な
い
！
」
よ
う
、

注
意
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
目
指
そ
う
生
涯
現
役 

〜
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
〜 

」
と
題
し
て
、

m
otto

ひ
ょ
う
ご
事
務
局
長
の
栗
木
剛
先

生
か
ら
楽
し
く
、
元
気
の
で
る
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
自
分
自
身
が
活
動
を
楽
し
む
」

こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、「
一
人
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
一
緒
に
す
る
」
こ
と
、
そ
の
結

果
と
し
て
「
会
員
増
強
に
つ
な
が
る
」
こ

と
な
ど
、

こ
れ
か
ら

の
活
動
の

あ
り
方
に

つ
い
て
、

示
唆
に
富

む
お
話
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
府
老
連
の
森
口
副
会
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

Withコロナ　“新しい生活様式”で取り組むWithコロナ　“新しい生活様式”で取り組む

京都府府警本部の講義

やすらぎクラブ長岡京では、平成 26年から
「健康づくり推進員」を設置し、地域において
各単位クラブの推進員が中心となって、「サロ
ン」等を企画・実施しています。●コロナ禍でも、みんなで一緒に「馬場莚寿会」では、毎月 2回馬場自治会館
でサロンを開催。会員はもとより地域の一般高
齢者も参加して、毎回約 20名が活動していま
す。
長岡京市の高齢介護課や東地域包括支援セ

ンターの協力を得て、体を動かしたり、ゲーム
を楽しんだりしています。コロナ禍の中でも中止をせずに、検温やマス
クを着用して「通いの場」を継続してきました。
「茶話会」は現在休止していますが、コロナが
収束し、みんなでワイワイとおしゃべりできる
日を楽しみにしています。

【馬場サロンの活動内容】・ゴムゴム体操・ダーツ・公式ワナゲ・健康ミニ講座
・茶話会（コロナにより休止中）

マスクをつけてゴムゴム体操

コロナ前の茶話会（令和元年）

長岡京市
コロナ禍での居場所づくり

やすらぎクラブ長岡京	会長：今堀正嗣　　会員数：2,565人

サロン活動

もちもの
●動きやすい服装 ●汗拭きタオル●⽔分補給⽤の⽔やお茶 ※ゴムは⽤意します

令令和和３３年年９９月月１１４４日日（（火火）） 午午後後１１::３３００～～２２::３３００
【【内内容容】】・・ゴゴムムゴゴムム体体操操 ・・ウウエエルルネネススダダーーツツ

・・ミミニニ講講座座「「認認知知症症ののおおははななしし」」
令令和和３３年年９９月月２２８８日日（（火火）） 午午後後１１::３３００～～２２::３３００
【【内内容容】】・・体体操操 ・・公公式式ワワナナゲゲ

長長岡岡京京市市東東地地域域包包括括支支援援セセンンタターー 電電話話００７７５５--９９６６３３--５５５５００８８

一緒に運動しませんか？どなたでもお気軽にお立ち寄りください！

馬馬場場ササロロンン

地域包括⽀援センターは、地域で暮らす⾼齢のみなさんを、

介護・福祉・健康・医療など、さまざまな⾯から⽀えるための相談機関です。

ご⾃⾝のこと、ご家族のこと、お気軽にご連絡ください。

今後の予定
10/12・10/26・11/16・11/30※いずれも⽕曜⽇ 午後1︓30〜です

※⼈数制限をさせていただく場合があります。
※ご⾃宅での検温、マスク着⽤のご協⼒をお願いします︕

～認知症の人とその家族が安心して暮らしつづけられる地域づくり～

⾺場サロンぷらす日日時時：：令令和和３３年年９９月月２２５５日日（（土土）） 午午後後１１::００００～～３３::００００

場場所所：：馬馬場場自自治治会会館館周周辺辺 内内容容：：認認知知症症のの人人へへのの声声かかけけ訓訓練練

🍊🍊🍊🍊子どもさんの参加もお待ちしています（詳しい案内は長岡京ライフ９月号掲載）

🍊🍊🍊🍊事前（8/24・9/14）に馬場サロン内で認知症のミニ講座を行います

6

■■ ■■■■■
■ ■■■■■

■ ■■■■■
■ ■■■■■

■ ■■■■■
■ ■■■■

“新しい生活
様式”で取り

組む

老人クラブ活
動事例集

■■ ■■■■■
■ ■■■■■

■ ■■■■■
■ ■■■■■

■ ■■■■■
■ ■■■■

With コロナ

（一般財団法
人）

「老人クラブ活動事例集」を作成しました「老人クラブ活動事例集」を作成しました
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ス
“
お
た
が
い
さ
ま
”」
で
す
。

　
「
困
っ
た
時
は
お
た
が
い
さ
ま
」
を
合
言

葉
に
、
住
民
同
士
の
見
守
り
と
助
け
合
い
の

活
動
を
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

助
け
る
側
の

協
力
会
員
は
現

在
28
名
で
、
う

ち
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
が
16
名

と
、
老
人
ク
ラ

ブ
も
サ
ー
ビ
ス

の
担
い
手
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
組

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
二
カ
月
ほ
ど
活
動
を

中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
こ
と
か
ら
、
活
動
を
再
開
。

　

最
近
で
は
、
離
れ
て
住
む
家
族
か
ら
の
安

否
確
認
を
兼
ね
た「
お
弁
当
の
配
達
」や「
見

守
り
」、「
ご
み
出
し
」
な
ど
、
依
頼
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
方
か
ら
も「
頼
り
に
し
て
る
で
」

「
あ
ん
た
ら
が
、
い
て
く
れ
る
の
で
安
心
」

な
ど
、
う
れ
し

い
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
支
え

合
い
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

�

（
事
務
局　

松
田
）

笠
置
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　

和
田　

栄
雄

　
　

人　
　

口　
　

1
，
2
6
3
人

　
　

ク
ラ
ブ
数　
　

9

　
　

会 

員 
数　
　

5
2
7
人

　
　

65
歳
以
上
加
入
率　

80.5
％

■
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
応
え
る

　

笠
置
町
は
人
口
1
，
2
6
3
人
と
、
全
国

で
も
2
番
目
に
小
さ
な
町
で
す
。

　

し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
9
ク

ラ
ブ
5
2
7
人
、
65
歳
以
上
の
加
入
率
は
府

内
ト
ッ
プ
で
、
実
に
80
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

笠
置
町
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
多

く
、
住
民
か
ら
は
「
家
の
電
球
を
換
え
て
ほ

し
い
」「
家
の
草
が
気
に
な
る
」な
ど
、ち
ょ
っ

と
し
た
困
り
ご
と
が
老
人
ク
ラ
ブ
に
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る

　

同
じ
こ
ろ
、
笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、「
絆
ネ
ッ
ト
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

社
協
と
老
人
ク
ラ
ブ
が
共
同
し
て
、
平
成
27

年
に
立
ち
上
げ
た
の
が
「
ほ
の
ぼ
の
サ
ー
ビ

市 町 村 老 連 だ よ り

伊
根
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　

品
川　

義
高

　
　

人　
　

口　
　

2
，
0
1
2
人

　
　

ク
ラ
ブ
数　
　

8

　
　

会 

員 

数　
　

83
人

　
　

65
歳
以
上
加
入
率　

8.6
％

■
府
内
で
最
小
の
ク
ラ
ブ
で
す
が

　

伊
根
町
は
人
口
約
2
，
0
0
0
人
、
府

の
最
北
端
に
位
置
す
る
日
本
海
に
面
し
た

町
で
、
町
老
連
は
会
員
数
80
人
余
り
の
府

内
で
最
も
小
さ
な
老
連
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
“
い
き
い
き
”
を
通
り

越
し
て
、“
う
き
う
き
”
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
「
こ
け
ん
お
守
り
」
作
り

　

女
性
委
員
会
で
は
、
今
年
度
「
こ
れ
を

身
に
つ
け
て
い
た
ら
転
ば
な
い
」
と
言
わ

れ
る
「
こ
け
ん
お
守
り
」
を
作
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
布
の
袋
の
中
に
は
、
梅
干

し
の
種
を
3
つ
、
小
豆
も
3
つ
入
れ
ま
す

が
、
梅
干
し
の
種
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず

苦
労
し
ま
し
た
が
、
1
6
0
個
ほ
ど
の
お

守
り
が
完
成
。

　

手
作
り
の
お
守
り
は
、
社
協
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
さ
ん
、
登

録
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
等
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

皆
さ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
日
出
サ
ロ
ン
と
の
交
流
で
…

　

老
人
会
の
会
員
が
一
人
も
い
な
い
「
日

出
」
と
い
う
地
区
の
サ
ロ
ン
に
「
蒲
入
」

の
女
性
委
員
が
訪
問
。
一
緒
に
D
V
D

体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し

て
お
守
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
「
老
人
会
に
入
っ
た
ら
楽
し
い
で
、
は

い
り
な
い
な
〜
」
と
誘
っ
た
り
し
ま
し
た
。

話
が
盛
り
上
が
り
、
翌
月
、
蒲
入
サ
ロ
ン

と
日
出
サ
ロ
ン
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
こ
け
ん
お
守
り
」
の
友
愛
訪
問
か
ら
、

伊
根
町
の
高
齢
者
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
「
う
き
う
き
」
楽
し
い
活
動
を
日
々
目

指
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
9
月
に
待
望
の

町
老
連
広
報
誌
「
う
き
う
き
」
を
創
刊
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

�

（
事
務
局　

�

松
岡
）

日出サロン
との交流
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「
コ
ロ
ナ
禍
」
も
２
年
目
に
入
り
、
事
業
の
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、「
若
手
委
員
会
設
立
10
周
年
の

つ
ど
い
」
を
、
盛
会
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

10
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
活
動
ア
ピ
ー
ル
も
行

い
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
、
元
気
に
活

動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
互
い
に
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

未
だ
に
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
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この冬！かんぽの宿彦根限定 特別割引を実施！

特別割引期間 1 月 4 日～ 2 月 2 8 日
（ 土 曜 日 、 1 月 9 日 、 2 月 1 1 日 を 除 く ）
府老連会員１名様につき、1泊2食以上のご利用で1泊あたり

1,500円割引

同伴3名様まで割引
（府老連会員割引500円＋特別割引1,000円）
合計1,500円割引
※※ 近 江 牛 す き 焼 き プ ラ ン に 限 り ま す 。

※※詳しくはかんぽの宿彦根までお問い合わせください。

見見本本

☎☎ 0 7 4 9 ‐ 2 2 ‐ 8 0 9 0
ご予約・お問い合わせ

FAX : 0749-22-8092
〒522-0002 滋賀県彦根市松原町3759

◆特別割引対象プランのご案内

●表示の料金はすべて消費税が含まれており宿泊料金には入湯税（150円）が含まれております。 ●ご宿泊プランはご利用日、ご利用人数等により料金等が
異なります。詳しくは当宿にお問い合わせください（掲載のご宿泊プランの料金は、「京都府老人クラブ連合会 利用提携」割引前の所定料金です。）
●仕入等の都合（又は季節）により料理内容及び器が変更になる場合がございますので、あらかじめご了承ください。●掲載の写真・イラストはすべてイメージです。
●暴力団関係者等反社会的勢力の利用をお断りします。●入れ墨（ﾀﾄｩｰ）をしているお客さまは、他のお客さまから入れ墨（ﾀﾄｩｰ）が見えない状態でのご利用を
お願い申し上げます。

お１人様１泊２食

１室２名様以上 11 55 ,, 88 00 00円円～～
≪≪通常販売価格≫≫

近近江江牛牛すすきき焼焼ききププラランン

～～ 近近 畿畿 のの かか んん ぽぽ のの 宿宿 ～～

富富田田林林 ℡℡00772211--3333--00770000      大大和和平平群群 ℡℡00774455--4455--00335511    

奈奈 良良 ℡℡00774422--3333--22335511      紀紀伊伊田田辺辺 ℡℡00773399--2244--22990000    

有有 馬馬 ℡℡007788--990044--00995511      赤赤 穂穂 ℡℡00779911--4433--77550011

淡淡路路島島 ℡℡00779999--8822--11007733


